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No. 759 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）
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豪雨、台風等で被災された皆様にお見舞い申し上げます。

日合商支部で 2022 年度 総会が開催されました

9 月 5 日（月）
新潟地区支部　通常総会・講演会・懇親会
ANA クラウンプラザホテル 新潟にて　参加 35 名

第一部総会、第二部講演会、第三部懇親会の三部構成で会場開催されました。総会は茅野
与志樹地区支部長の挨拶に始まり、日合商 小川明範副理事長から来賓挨拶と、今後の業界
展望についてお話いただきました。講演会は、東京大学客員准教授 松本真由美氏を講師に
招き、『カーボンニュートラル実現に向けた政策動向と木材・建材業界への期待』を演題
にご講演いただきました。さらに第三部懇親会で交流を深めました。

総会開会の挨拶に立つ
茅野与志樹地区支部長

来賓挨拶に立つ
小川明範 副理事長

講演会講師は
東京大学客員准教授 

松本真由美氏

2022 年度 
第二回理事会並びに第一回合板需給懇談会
開催日程　2022 年 10 月 27 日（木）
　　　　　◆理事会　　　　　13：30 ～ 14：30

　　　　　◆合板需給懇談会　14：45 ～ 16：15

会　　場　東京會舘　LEVEL XXI
日合商 2022 年度第二回理事会並びに第一回合板需給懇談会を開催します。

開催方法は、新型コロナウイルス感染対策を万全に講じたうえで会場出席で

の開催を予定しています。詳細につきましては、改めてご案内いたします。

なお、状況により開催方法は変更になる場合がございます。

支部・地区支部 日時 会場

長　　野 9 月 27 日（火）
14：00 ～ 16：30 長野アークセンター

北 関 東 9 月 28 日（水）
14：00 ～ 16：30 大宮ソニックシティー

関　　西 10 月 7 日（金）
13：30 ～ 16：00 TKP 心斎橋駅前カンファレンスセンター

四　　国 10 月 13 日（木）
14：00 ～ 16：30 松山市総合コミュニティセンター

合法木材等の供給認定事業者講習会
 9 月・10 月のスケジュール

ＪＡＳ標語

建築に品質たしかな ＪＡＳマーク

木の佳さを生かす良い品 ＪＡＳ製品

家づくり品質たしかな ＪＡＳ製品
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東北	 -0025- ⑤	 ㈱カネフル	 代表取締役	 古澤 昭宏

東北	 -0086- ③	 ㈲セイカ建材	 取締役	 菅原 清文

東北	 -0094- ②	 三基東日本㈱	 代表取締役	 津村 総一郎

東京・静岡	-0225- ②	 石原ホームコンポーネント㈱	 取締役社長	 石原教行

東京	 -0105- ⑤	 ㈱ S・I・T	 代表取締役	 荘林 宏毅

中部日本	 -0060- ①	 富山建材㈱	 取締役社長	 田中 孝保

関西	 -0091- ②	 みつや木材㈱	 代表取締役	 毛利 重清

中国・山陰	-0038- ⑤	 ㈲鹿取建材	 代表取締役	 鹿取 義一

九州	 -0026- ⑤	 ㈱川内新建材	 代表取締役	 川内 弘幸

九州	 -0035- ④	 ㈱ホームコア	 代表取締役	 越智 通信

■令和 4 年 7 月度　経営者の住宅景況感調査集計結果

住団連   経営者の住宅景況感調査   令和 4 年度  第 2 回 報告より

調査時期
令和 4 年 7 月上旬
調査対象
住団連会員企業及び住団連会員団体の
会員企業の経営者
回答数
15 社

回答社
旭化成ホームズ、一条工務店、大野建設、
サンヨーホームズ、スウェーデンハウス、
住友林業、積水化学工業、積水ハウス、
大東建託、大和ハウス工業、トヨタホーム、
日本ハウスホールディングス、 
パナソニック ホームズ、ミサワホーム、
三井ホーム　　　（敬称略、五十音順）

集計結果
景況感（前年度同期比）の単純集計を基に
景況感判断指数を算出計

総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅

令和 2 年度実績 81.2 26.3 23.9 30.3 0.7
令和 3 年度実績 86.5 28.1 24.8 33.0 0.5
令和 4 年度予測 84.6 27.4 24.4 32.3 0.5

令和 4 年度  予測
A 社 85.8 27.5 24.3 33.5 0.5
B 社 85.5 29 24 32 0.5
C 社 85.5 28 24 33 0.5
D 社 85.8 28 23.8 33.5 0.5
E 社 85.2 27.4 24.6 32.7 0.6
F 社 85 28 24 32 1.0
G 社
H 社 83 27 24.5 31 0.5
L 社 82.6 26 25 31 0.6
M 社 85.7 27.8 24.7 32.6 0.6
N 社 81.5 25.5 24 31.5 0.5
O 社 82.2 26.7
Q 社 85.8 26.1 25.3 34 0.4
R 社 83.5 28 24 31 0.5
S 社 87 28.5 25.5 32.5 0.5

平　均 84.6 27.4 24.4 32.3 0.5

【単位：万戸】
■令和 4 年度の
　新設住宅着工総戸数の予測アンケート結果

回答数 14 社

※平均値は各セグメントの最大値、最小値各 1 つずつを外して算出。
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戸建 
注文 
住宅 

受注戸数 ８ ２ ２ １ １ ３ ６ ５ ０ ０ 

受注金額 ４ ４ １ ３ １ ２ ３ ８ ０ ０ 

戸建 
分譲 
住宅 

受注戸数 ４ １ １ １ １ ０ ３ ３ ２ ０ 

受注金額 ２ ２ ２ ０ ２ ０ １ ４ ３ ０ 

低層 
賃貸 
住宅 

受注戸数 １ １ ３ １ ５ １ ５ ２ １ ２ 

受注金額 ０ ０ １ １ ９ １ ３ ４ １ ２ 

リフォ
ーム 受注金額 ２ １ １ ８ １ ０ １ ５ ４ ３ 

全体 

受注戸数 ５ ２ ２ １ １ ２ ５ ４ ０ ０ 

受注金額 ３ １ ２ ４ １ ２ ４ ４ １ ０ 

※数値は回答企業数。白抜きは回答企業数が最多の項目。

令和４年４～６月（対前年同期比）
実 績

令和４年７～９月（対前年同期比）
見通し

【グリーン購入法】に基づき

事業者新認定・期限更新した 10 社
2022 年

8 月27 日現在
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概  要
　2022 年 6 月の新設住宅着工戸数は 74,596 戸（前年同月比 2.2％減）で 2 カ月

連続の減少となった。その内、木造住宅は 42,380 戸（前年同月比 7.4％減）で 3

カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 84.5 万戸で前月比 2.1％増、

3 カ月ぶりの増加となる。

　利用関係別では持家が 23,184 戸（前年同月比 11.3％減）で 7 カ月連続の減少、

貸家は 30,285 戸（同比 1.6％増）で 16 カ月連続の増加、分譲は 20,692 戸（同比

4.1％増）で先月の減少から再びの増加となった。分譲の内訳はマンションが 7,855

戸（同比 11.8％増）で先月の減少から再びの増加、戸建ては 12,689 戸（同比 0.3％

増）と 14 カ月連続の増加となった。貸家及び分譲住宅は増加したが、持家が減

少したため、全体で前年同月比 2.2％の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　6 月の国内合板生産量は 27.0 万㎥（前月比 112.5％、前年同月比 96.6％）と発

表された。その内、針葉樹合板の生産量は 26.6 万㎥（同比 112.4％、97.5％）と

なり、出荷量は 26.8 万㎥（同比 111.1％、96.9％）で在庫量は 9.2 万㎥となった。

　輸入合板の 6 月度入荷量は 23.1 万㎥（前月比 93.8％、前年同月比 108.8％）となっ

た。国別入荷量はマレーシアが 6.2 万㎥、インドネシアが 6.4 万㎥、中国が 7.6

万㎥となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は、生産も出荷も旺盛であったことが分かる。低水準で推移し

ている在庫量が更に減少した。今後は少し落ち着いた動きになると思われるが、

最低水準の在庫を適正水準まで持ち上げる必要があり、需要の手ごたえが薄いこ

とから市場は様子見となっているので、メーカーが建値をしっかり維持できるか

が焦点になっている。

　輸入合板については、出荷量が鈍いこともあり港頭在庫はアイテムによって若

干増加している。8 月は輸入価格の上昇も落ち着きをみせる展開が続いた。産地

での原木事情は根本的な問題解消には至っておらず、今後雨季を迎え丸太の出材

量が絞られるため生産量は減っていく見込みである。現在の国内市況は一服感が

あるものの、需要増加で荷動きが出てくると状況はすぐに変化すると思われるの

で、状況を常に把握することが必要と考える。
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QR コードから
セミナー動画ページへ

支部活動 9 月のスケジュール
支部・地区支部 日程 内容 会場

中　国 9 月 13 日（火） 2022年度 総会 リーガロイヤルホテル広島

神奈川 9 月 16 日（金） 懇親ゴルフ会 清川カントリークラブ

※なお、新型コロナウイルスに対する緊急事態対応要請などにより開催方法・内容の変更等の対応を行う場合があります。
※パスワードは一定期間で変更になります。

【セミナー動画】の視聴方法
① ホームページから組合員・会員専用ページにログイン
　ID：nichigosho　パスワード：reiwa04（ゼロヨン）を入力
② 日合商 WEB セミナーをクリック
③ アーカイブセミナー動画を選択しご視聴ください

日合商 WEB セミナー　アーカイブ
日合商 WEB セミナーのライブ配信をご覧になれない会員様に組合員・会員専用ページより、
WEB セミナーやコンパクトにまとめた日合商解説 ミニ動画も視聴いただけます。

【2022 年度 第一回】迫る住宅災害対策～日本全国レジリエンス化～
開催日　2022 年 8 月 23 日（火）14：00 ～ 15：30
講　師　清水英雄事務所株式会社　マネージングディレクター　清水 大悟 氏

【2022 年度 特別セミナー第二回】
知らなかったでは済まされない！インボイス制度の概要と対応策
開催日　2022 年 7 月 13 日（水）14：00 ～ 15：30
講　師　塚越税務会計事務所　公認会計士・税理士　塚越 大紀 氏

【2022 年度 特別セミナー第一回】住宅業界における最新の法的課題
開催日　2022 年 6 月 2 日（木）14：00 ～ 15：30
講　師　弁護士法人 匠総合法律事務所　代表社員弁護士　秋野 卓夫 氏

ミニ動画 始めました！
日合商解説　ミニ動画　Vol.02 　断熱等級 5.6.7 施行　販売店の対策とは !?
開催日　2022 年 9 月 1 日（木）
講　師　清水英雄事務所株式会社　マネージングディレクター　清水 大悟 氏

日合商解説　ミニ動画　Vol.01　建設業の働き方改革
開催日　2022 年 7 月 26 日（火）
講　師　清水英雄事務所株式会社　マネージングディレクター　清水 大悟 氏

第三回 定期 WEB セミナー　開催予定
開催日　11 月 10 日（木） 
テーマ：技術革新 DX による流通事業者の事業承継・就業体制改善
　　　　～ NEXT 流通事業者～

【WEB セミナーお申込み】は、
この QR コードから

日合商 第二回定期 WEB セミナー
開催日　9 月 22 日（木）　14：00 ～ 15：30
講　師：清水英雄事務所株式会社　
　　　　マネージングディレクター　清水 大悟 氏
テーマ：住生活産業構造の変化 
　　　   ～新たなサプライチェーン～
内　容：
現在住生活産業構造は大きく変化の時を迎えようとしています。多くの企業が脱炭素社会・カーボン
ニュートラルに向けて環境配慮型の経営を行う方針を発表しています。国連では 2030 年までの持続
可能な開発目標として SDGs を掲げ、世界中の誰にでも脱炭素社会に向けた取組が明瞭になる項目と
指標が出され、個人・企業・各国が目標や取り組みの報告を行っています。 取組の中でも重要な位
置づけにあるのが「サプライチェーン（供給網）」です。新たなサプライチェーンでは「脱炭素」に
向けた取組を行わない企業、取組みが緩い企業は サプライチェーンの枠組みから外されていく傾向
が出てきています。このような時代背景の中で、流通事業社はどのように対応していくことが望まし
いのか、また工務店、住宅会社はサプライチェーンの中でどんなことを担っていく必要があるのかを
解説します。

支部活動報告 成績 TOP ５（敬称略）

優　勝　越智 慎一郎
準優勝　須藤 泰成
３　位　松田 信久
４　位　蚊野 裕一
５　位　松田 英稔

8 月 24 日（水）

北海道支部　親睦ゴルフコンペ
真駒内カントリークラブにて　27 名参加

2022.09.01 官公庁からのお知らせ
林業・木材産業作業安全推進ウェビナーのご案内

2022.08.30 お知らせ
国産材転換支援緊急対策事業のうち
運搬緊急支援の２次募集のお知らせについて

2022.08.25 官公庁からのお知らせ
2022 年度９月の「価格交渉促進月間」の実施について

2022.08.22 お知らせ
国産材転換支援緊急対策事業のうち
建築用木材の転換促進支援（二次募集）の延長のご案内

2022.08.19 官公庁からのお知らせ
林野庁発行【モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート】8 月号公表のご案内
8 月号の特集では、J- クレジット制度における森林管理プロジェクトの制度見直しの概要や、
2022 年上半期の木材輸出入実績についてとりあげています。
※�モクレポとは木材・木材製品、特用林産に関する最新の統計データや、林野庁の施策に関する

トピックス、セミナー・イベントの情報などを取りまとめ、毎月公表しているレポートです。

日合商ホームページトピックスより抜粋

トピックスを
ご確認ください。


